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   市民活動推進講座 

自分らしくいられる地域をつくる～ヤングケアラーを考えよう～ 

大人が担うような家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを行う 

こどもについて当事者・支援者の視点から考えます。 

日時：7 月 21 日（木）19：00～21：00 

場所：キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 1 階大交流室 / オンライン（Zoom） 

講師：仲田 海人さん（那須塩原市ヤングケアラー協議会 立ち上げメンバー） 

申込先：とちぎ市民活動推進センターくらら 

トラストコーチングスクール認定コーチの

氏家実菜子さんにインタビューしました。 

 

くららの SNS 
 

Facebook Twitter 

身近な人や地域のためになる 

ボランティアをしてみたい 

地域づくりや SDGs につながる 

活動を体験してみたい 

こども・大人・他校の高校生、 

色んな人とかかわってみたい 

そんな想いをもつ高校生のみなさん、

一緒に活動しませんか？ 

蔵 の 街 

高 校 生 

ボランティア 

スクール 

2 0 2 2 
対象：市内に在住または通学している高校生 

参加費：500 円（ボランティア保険代） 

※8 月 1 日（月）の開講式で集めます。 

定員：20 名 ※定員を超えた場合は抽選 

申込締切： 7 月 15 日（金） 

★学校に配布した募集案内は、くららの掲示

コーナーやホームページでも見られます。 

8.1(月) 

10：00 

~12：30 

開講式･オリエンテーショ

ン･体験場所の内容説明 

13：30 

~15：30 

まちあるき（希望者のみ）

※昼食持参 

キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 1 階大交流室 

8.2(火) 

~10(水) 

各体験場所での活動（原則 2 日間） 

※詳細は募集案内をご覧ください。 

 



報告   
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

助成金情報 

第 306 回 6 月 11 日（土）14：00～15：00   星野 進さん（じょりんぼ） 

アパレルブランド“サスクワッチ”と鈴木賢二版画のコラボ～賢二の版画が額縁を破って街に飛び出した !!～ 

鈴 木 賢 二 木 版 画 と ア パ レ ル ブ ラ ン ド と い う 異 色 の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン に つ い て の お 話 を 聞 い た 。

Sasquatchfabrix.のデザイナーは、東京都現代美術館の展覧会で鈴木賢二に出会い、その後版画集・図録を見

て、今回の企画を発想した。これを記念し、鈴木賢二作品室・如輪房では、版画作品と洋服の展示会を行っ

た。参加者の感想は、「かっこいい！」「あぁすてき」「汝の価値 Value に目覚むべし」など見る人によってさ

まざまだ。鈴木賢二が生涯連れ添った“よし”とのエピソードがある。晩年、賢二は 

病により右手が動かなくなり、彫刻刀を持つことも難しくなった。よしは賢二の左手に 

筆を渡し植物のスケッチを描かせた。それは植物学者を夢見ていたよしへのプレゼント 

のようでもある。作者に触れることもアートの楽しみの一つ。次回も新たなコンセプトで 

作品の展示会を企画したいという。これからの展開も楽しみだ。 

 

 

よりよいくらしをめざす先駆的な地域の取り組みに助成します。 

対象事業：日々のくらしの悩みや課題をよりよくしようとする地域に根差したグループの活動 

対象団体：ボランティアグループ、市民団体、学生団体・グループ、NPO 団体等、 

     または非営利目的の社会貢献活動を予定している団体 

助 成 額：10 万円、20 万円、40 万円（部門別の上限） 

対象期間：令和 4 年 10 月 1 日（金）～令和 5 年 8 月 31 日（水） 

応募締切：令和 4 年 7 月 31 日（日） 

問 合 せ：パルシステム茨城 栃木 TEL 029-303-1616 / 0120-303-169 

     E-mail ibaraki-kumiaiinkatudoubu@pal.or.jp     

       生活協同組合パルシステム茨城 栃木 

くらし活動助成基金 
 

 

       清水育英会 × 中央共同募金会 

経済的困窮や社会的孤立の状態にある子どもの学習と生活を一体的に応援する助成 

長期化する新型感染症の影響下において、経済的困窮や社会的孤立の状態にある子どもたちの学習と生活を

一体的に応援することを目的として実施します。 

対象事業：経済的困窮や社会的孤立の状態にある子どもたちへの支援活動 

対象団体：非営利団体（法人格の有無は問わない） 

助 成 額：100 万円、300 万円（部門別の上限） 

対象期間：令和４年 10 月～令和 5 年 9 月 応募締切：令和 4 年 7 月 15 日（金） 

問 合 せ：中央共同募金会 TEL 03-3581-3846 FAX 03-3581-5755 

E-mail kikin-for@c.akaihane.or.jp  

 



 登録団体・イベント情報  
 

     とちぎの障がい福祉を明るくする実行委員会・にじいろまつり実行委員会 

にじいろまつりボランティア募集 

    デフ・パペットシアター・ひとみ 

第 14 回全国公演作品 人形劇 河の童 

にじいろまつり（11 月 27 日）のボランティアを募集します。全日程はもちろん、1 日のみの 

参加でも歓迎します。 

日 時：①令和 4 年 11 月 25 日（金）13：00～17：00  ②11 月 26 日（土）13：00～16：00 

③11 月 27 日（日）9：00～18：00    ④11 月 28 日（月）9：00～ 

場 所：とちぎ山車会館広場及び栃木市観光館  

内 容：①いす・テント・テーブルの運搬 5 名 

②テントの足組、いすとテーブルの設置、調理・仕込み 6 名  

③まつり運営・手伝い 10 名 ④いす・テント・テーブルの片づけ  

問合せ：にじいろまつり実行委員会 TEL 090-7204-7034 

 

    西方音楽館友の会 

親子のための音楽会 

 

ろう者と聴者の感性を活かして創作・表現をしている新しい人形劇です。 

日 時：令和 4 年 7 月 16 日（土）15：00 開演（開場 14：30） 

場 所：藤岡文化会館 

チケット窓口販売：藤岡文化会館、大平文化会館、とちぎ岩下の新生姜ホール、岩舟文化会館 

参加費：大人 1,000 円 / 4 歳～高校生 500 円 ※4 歳未満・膝上鑑賞無料 

問合せ：デフ・パペットシアター・ひとみ   

TEL 044-777-2228 FAX 044-777-3570  

E-mail deaf@puppet.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい音楽と親子で触れ合うわらべうたで格別なひと時を過ごしませんか？ 

日 時：令和 4 年 8 月 11 日（木）11：00～11：45 

場 所：西方音楽館 木洩れ陽ホール＆馬酔木の蔵 

内 容：様々な楽器が奏でる音楽に耳を澄ませ、わらべうたで遊ぶ会 

参加費：0 歳児から 2 歳児まで 500 円 / 3 歳児～大人 1,000 円 ※要予約（定員 10 名） 

問合せ：西方音楽館  

TEL 0282-92-2815 E-mail info@wmusic.jp 

 



開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休 館 日 水曜日・年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町６-８ キョクトウとちぎ蔵の街楽習館内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

果物が美味しい季節になりました。特にこの時期になると、我が家ではブルーベリーを摘みにいくのが恒例

になっています。甘いもの、酸味の強いもの、香りの強いものなど、いろんな種類を楽しめるのがいいです

よ。冷凍庫で冷やすと、シャーベット状になりまた違った食感になるので気になる方は試してみては。（大塚）    

 

とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

※くららは、NPO法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

トラストコーチングスクール認定コーチ 

氏家 実菜子 さん 

大切な人とよりよい関係性を築くための 

コーチングを通して、子育て世代のサポートをしている。 

ミュゼマルシェの運営など、 

地域での活動にも積極的に参加している。 

Instagram @nagomi.minako 

LINE @672ypkba 

 

 

 

 

  

 

編集後記 

Vol.6 
スタッフの

１コーナー

コーナー 
大塚 

小中学生時代、同級生からひどい言葉をかけられることを経験した。大人になってからコーチング

に出会い、自信がない自分がいることに向き合い、どんな自分も楽しむことができるようになっ

た。もちろん落ち込んだりするときに、自分にマルをつけてあげることは難しい。それでもどんな

自分にもマルをあげるよう心掛けている。コーチングはテキストで学ぶだけではなく、日常生活に

活かさないと意味がない。パートナーに対して、なんでこうしてくれないの？という思いがあると

きなど、普段からコミュニケーションの仕方を模索している。 

絵本「鏡の中のぼく」という教材は、自分に対してどんな言葉をかけているだろうということを振

り返ることを主眼としている。紹介リーフレットには、「自分自身を応援する言葉をかけていきた

い」などコーチングを体験したこどもたちの声が書いてある。 

コロナ禍になって、こども向けにたいわ室という取り組みもはじめた。オンライン上で、話をきい

たり、絵文字でしりとりをしたり、とさまざまなことをして過ごす。 

「こどもは親が何をしているのかを見ているのではなく、親がどんな表情でいるのかということ

を見ている」というマザーズコーチング代表の言葉に感銘を受けた。「誰もが小さいことでも自分

がやりたいことを見つけられて実現できるような未来をつくることで、栃木市を住み続けたいと

思えるような地域にしたい」という夢を持ちながら今後も活動していく。 
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